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取扱説明書
　　　　（工事説明付）

■この説明書と保証書をよくお読みのう

　え、正しくお使いください。そのあと

　大切に保存し、必要なときお読みくだ

　さい。

■保証書は必ず「お買い上げ日・販売店

　名」などの記入をお確かめのうえ、販売

　店からお受け取りください。

保証書別添付

卓上壁掛兼用形WR－850
ラック形　　　WR－851写真はWR－850です

上手に使って上手に節電

●操作手順を音声と液晶パネルによる文字表示でガイドする簡単操作です。

●放送階選択スイッチは20局標準装備しています。

●増設は10／20局単位で最大7ユニット、最大160局まで増設できます。

●卓上（壁掛兼用）形と、ラックマウント形があります。

●放送階選択スイッチは本体（非常操作ユニット）と1対1で対応します。
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安全上のこ注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、．次のように説明

しています。

■表示内容を無視しで誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で、説明しています。

生
口警△ この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

　（下記ぱ、絵表示の一例です。）

このような絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」の内容です。

蝋1難灘灘灘灘、．覇嚢鑓1灘「難説灘．

工事は販売店に依頼する

　　　　工事には技術と経験
　　　　が必要です。火災、
　　　　感電、けが、器物損
　　　　壊の原因となります。

●必ず販売店に依頼してくださ
　い。

異物を入れない

　　　　水や金属が内部に入
　　　　ると、火災や感電の
　　　　原因となります。

禁止

●ただちに、販売店にご連絡して

　ください。

定期的に点検する

　　　　非常時に作動しない
　　　　と、火災や災害を拡
　　　　大する原因となりま
　　　　すQ

●点検は販売店や保守契約業者に

　依頼してください。

異常があるときは、

すぐ使用をやめる

　　　　煙が出る、臭いがす
　　　　る、水や異物が入っ
　　　　た、落として破損し
　　　　たなど、火災の原因
　　　　となります。

●ただちに、販売店にご連絡くだ

　さい。

分解しない、改造しない

　　　　火災や感電の原因と
　　　　なります。　　　摯

分解禁止

●修理や点検は販売店にご連絡く

　ださい。

周囲に物を置かない

　　　　非常時の操作の妨げ
　　　　になり、火災、災害
　　　　の拡大の原因となり
禁止　ます。

●指定範囲は常に整理、整頓して

　ください。
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このたびは、パナソニック非常リモコンをお買い上げいただきまして、

まことにありがとうございました。

使用上のお願い
取り付け高さは変えないでください。

非常リモコンの取1）付け高

さは床から0．8～1．5mの範

囲内と消防法で決まっていま

す。とくに卓上形として使

う場合にご注意ください。

　　　　　晒19ぺ一ジ

工事は販売店に

本機を移動する場合は工事

が必要です。必ず販売店に

ご連絡ください。また、この

商品は認定品ですから絶対

に改造しないでください。

　
ゆ

本機の周囲に物を置かないでください。

日常操作はもちろん、非常

時の操作の妨げにならぬよ

う本機の周囲1m以内には

障害物を置かないでくださ

い。また卓上形として使用

する場合、花びんなどを近

くに置かないでください。

操作説明書は本機の近くに置いてください。

非常時に確実に操作でき

るよう、付属の「操作説明

辮黙懇1 曝今い
　　　説囎

　お手入れは

　電源を切り、乾いた柔らかい布でふいてください。

　ほこりがとれにくいときは、水で薄めた台所用洗剤（中

、、性）を柔らかい布にしみ込ませ、固く絞ってから軽くふ

　いてください。そのあと、乾いた柔らかい布で洗剤成分

　を完全にふき取ってください。

　ベンジンやシンナーなど揮発性のものは使用しないでく

　ださい。

　化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってく

　ださい。

お願い

●操作部に触れますと、非常放送される場合がありま

す。お手入れする場合は、操作部に触れないように

するか、適切な状況のもとでのみ行ってください。

●内部の清掃や点検は、販売店にご相談ください。

表示カードの記入方法
●放送階選択スイッチには、各スピーカの設置場所や

ブロック指定した場所などを記入する表示カードが

付いています。

●カードカバー下側中央の溝に爪をかけ、持ち上げな

がら手前に引くと外れます。

カードカバー

●下の表示カードにスピーカの設置場所やブロッタ指

定した場所などを記入します。

ロロロ
ロロロ
ロロロ
ロロ

オ

　
　
　
ド

亀
鯨

雛
　
か

●記入後は、カードカバーをもとの位置にはめ込みま

す。　　　　　　　　　業務選択スィッチ用非常選択スィッチ用
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非常放送の概要
●非常用放送設備は、火災発生時に音声警報を自動的に放送します。

●起動方式により操作方法（動作）が異なります。あらかじめ販売店（工事店）から起動方式

　を確認しておいてください。

●マイク放送は音声警報より優先して放送されます。

［おおよその流れ］
火災感知器第一報作動
　（階別信号入力）

発報放送 「ただいま○階の火災感知器が作動しまし
た。係員が確認しておりますので、次の放

送にご注意ください。」（女声）

次のいずれかによヒ）火災放送に
移行する。

①非常起動スイッチを押す
②火災放送スイッチを押す
③発信機起動（火災確認信号）
④非常電話作動（火災確認信号）
⑤第二感知器作動（階別信号）
⑥同上（火災確認信号）

⑦第1タイマータイムアップ
　（2～5分）＊

菅自動火災感知器作動後、自動的

　に2～5分で火災放送されます。

　この間に異常の確認を行ってく

　ださい。

火災でないことを確認し

非火災放送スイッチを押す。

非火災放送

火災放送

「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結

果、異常がありませんでした。ご安心くだ
さい。」（女声）

非常復旧スイッチを押す

「火事です！火事です！O階で火災が発

生しました。落ち着いて避難してくださ

いo」

※第2タイマータイムアップ

　（0分～2～5分、最大10分）

↓

※一斉火災放送
※WL－7050／7550に接続した場合は、

　一斉火災放送には移行しません。

●はじめに火災報知設備より出力された信号を第一報、その次の信号を第二報といいます。

○階別信号とは、自動火災感知器が火災を感知したことを知らせるため自動火災報知設備から出力される信

号です。

●火災確認信号とは、火災が確定された際に、火災報知設備から出力される信号です。

●第1タイマータイムアップとは、階別信号受信後、設定した時間（2～5分）が経過すると自動的に火災放送に移

行することです。

●第2タイマータイムアップとは、火災放送が出火階、連動階に放送開始された後、設定した時間が経過すると自

動的に全館への一斉火災放送に移行することです。（WL－7050A／7550A接続時）

じゆらヤま一》王，思

この流れは、発報連動停止スイッチの設定が連動になっている場合のものです。

詳細手順については9ぺ一ジ以降を参照してください。
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各部の名前と働き

⑥非常起動スイッチ

0火災表示
④非常復旧スイッチ

0出カレベルメータ

②主電源表示
①マイクロホン

　マイクドア

⑳モニタスピーカ

⑳モニタ音量つまみ

スイッチ

⑦ン像

⑧連

ルメータ

⑨連

⑩発スイッチ

f一力
量つまみ

主竃源

≡
一

　轟躍剛』
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⑦液晶パネル

⑧連動表示

⑨連動一斉表示

⑩発報連動停止表示

0発報放送表示
⑫火災放送表示

⑬非火災放送表示’

⑭非火災放送スイッチ

　火災放送スイッチ

⑯放送階選択スイッチ

⑰作動表示／短絡表示

⑲コールサイン（上り、下リ）

⑳放送復旧スイッチ

　　斉放送スイッチ

⑳緊急一斉スイッチ

発報連動停止：

手動起動：

消防法で定める非常放送設備による火災発生時の放送を指します。

一般の呼び出し、連絡、BGMなどの放送を指します。

自動火災感知器と連動し、自動火災感知器動作時に自動的に全館一斉に非常放送できる状態になります。

自動火災感知器と連動し、自動火災感知器動作時に自動的に出火階と連動階に、階別非常放送できる

状態になります。

自動火災感知器動作時に発報放送をせず本機のブザーが鳴ります。

非常起動スイッチを押し、放送階選択スイッチ・緊急一斉スイッチまたは一斉放送スイッチを押す

と、非常放送されます。

①非常、一般業務放送兼用マイクロホン
　●マイクを外し、スイッチを押しながら放送してく

ださい。

②主電源表示（緑色）［主電源］

　●常用電源（AC100V）が使用されているとき、緑色

　　に点灯します。

　●非常電源（DC24V）動作時も点灯します。

0出力レベルメータ［出力レベル］

　●非常リモコンからの音量の出力レベルを表示します。

●マイクで業務放送中に非常放送になった場合、

マイクでの放送は遮断され、非常放送が優先さ

れます。

再度マイクで放送するときは、スイッチを一度

離してください。
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④非常復旧スイッチ1非常復旧］
　非常放送モードでこのスイッチを押すと非常放送モ

　ードを終了します。

0火災表示（赤色）
　●非常起動スイッチ⑥を押したときに点灯します。

　　ただし、第1タイマー作動中は点滅します。

　●自動火災感知器からの非常起動により、点灯また

　　は、点滅します。

　　　発報連動のとき……………点灯

　　　発報連動停止のとき………点滅

⑥非常起動スイッチ［非常起動］

　手動で非常放送するときはこのスイッチを押してく

　ださい。

　このときは、定められたタイマー時間で、自動的に

　火災放送に移行します。

⑦液晶パネル
　非常放送時の操作指示、異常時の表示、動作状態な

　どを表示します。

《非常放送中》……・一

◆マイク放送をせよ一・

蓄電池異常　　　通信異常　　　回線短絡…

・放送名

・・操作指示

起動名わ

1動作状態
L異常表示

⑧連動表示（赤色）［連動］

　「連動」に設定されているとき点灯します。

　点灯中に、自動火災感知器動作時は、非常放送を出

　火階、、連動階に放送します。

⑨連動一斉表示（赤色）［連動一斉］

　「連動一斉」に設定されているとき点灯します。

　点灯中に、自動火災感知器動作時は、非常放送を一

　斉に放送します。

⑩発報連動停止表示（赤色）［発報連動停止］

　「発報連動停止」に設定されているとき点灯します。

0発報放送表示（オレンジ色）［発報］

　発報放送時に点灯します。

⑫火災放送表示（赤色）［火災］

　火災放送時に点灯します。

⑬非火災放送表示（緑色）［非火災］

　非火災放送時に点灯します。

⑭非火災放送スイッチ［非火災］

　このスイッチを押すと非火災放送表示（緑色）が点灯

　し非火災放送が放送されます。

⑲火災放送スイッチ［火災1
　このスイッチを押すと火災放送表示（赤色）が点灯し

　火災放送が放送されます。

⑯放送階選択スイッチ［放送階選択］

　●放送したいブロッタ（部屋、エリア）または階の選

　　択スイッチを押します。（作動表示が点灯）

●選択ズイッチを個別に復旧するときは、再度その

　スイッチを押します。（作動表示が消灯）

●全部の選択スイッチを復旧するときは、放送復旧

　スイッチを押します。（すべての作動表示が消灯）

　ロひらヤよ　｝ン王、息

放送階選択スイッチ⑯の数が多い場合は、スイ

ッチを押してから動作するまで少し時間がかか

ります。

⑰作動／短絡表示（緑色）［作動］

　●選択スイッチを押すと、作動表示灯が点灯します。

　●一斉放送スイッチを押すと、’すべての作動表示が

　　点灯します。

　●非常時には出火階または、連動階の作動表示が点

　　灯します。

　●入力マトリクスを使用している場合は、入力1で

　　放送しているときのみ作動表示が点灯します。

　●スピーカ回線が短絡すると、，短絡した階の作動表

　　示が点滅します。このときは、販売店または、保

　　守契約店にご連絡ください。

⑱出火階表示（赤色）［出火階］

　●自動火災感知器が起動したとき点灯し、出火階を表

　　示します。

　●ひとつの階に複数の放送エリアがあるとき、その

　　階のすべての出火階表示が点灯します。

⑲最認噺薇蕪．．圃圃
　スイッチを押した後に、コールサインスイッチを押

　すと、コールサインが鳴ります。放送の前後に押し

　てください。　　國上り4音

　　　　　　　　回下り4音
⑳放送復旧スイッチ［放送復旧］

　放送が終了したら、押してください。

⑳一斉放送スイッチ［一斉放送］

　●一斉放送するときに押します。

　●アッテネータ（音量調整器）付スピーカをご使用の

　　ときは、アッテネータが「OFF」のときは放送する

　　ことができません。

⑳緊急一斉放送スイッチ［緊急一斉］

　●一斉放送するときに押します。

　●アッテネータ（音量調整器）付スピーカをご使用の

　　ときは、アッテネータが「OFF」のときでも放送す

　　ることができます。（ただし、3線式配線の場合に限ります）

⑳モニタ音量つまみ［モニタ音量］

　モニタスピーカの音量を3段階に調節します。

⑳モニタスピーカ
　放送状態を確認できます。

　ハウリング防止のため、マイクのスイッチを押す

　とモニタスピーカの音が小さくなります。

7



●マイクドア内

＼
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圖

コンビュータ

制御

　
切口

　Lコンピュニタ

　　異常

蓄電池　　連動　発報連動

点検　　切替　停止

⑳コンピュータ

　制御スイッチ

⑳コンピュータ

異常表示灯

マイク異常

⑳マイク異常

　表示灯

⑳発報連動
　停止スイッチ

⑳連動切替
　スイッチ

⑳蓄電池点検
　スイッチ

⑳コンピュータ制御スイッチ
　［コンピュータ制御入／切］

　●通常は必ず「入」位置にしてください。

　●異常が発見され、修理した後、このスイッチを

　　「切」にしてから「入」にすると、正常の動作に戻り

　　ます。

●コンピュータ異常時に放送するとき、「切」にする

と一斉マイク放送ができます。

⑳コンピュータ異常表示灯（赤色）

　コンピュータ異常時、点灯します。

⑳蓄電池点検スイッチ［蓄電池点検］

　蓄電池の手動点検用のスイッチです。

　スイッチを押したとき、蓄電池に異常があれば、ブ

　ザーが鳴るとともに液晶パネルに蓄電池異常と表示

　されます。

⑳連動切替スイッチ［連動切替］

　押すたびに「連動一斉」⇔「連動」と切り換わりま

　す。

　連動一斉：自動火災感知器と連動し、全館一斉に非

　　　　　常放送されます。

　　　　　（「連動一斉」表示点灯）

　連動：自動火災感知器と連動し、出火階、連動
　　　　　階に非常放送されます。

　　　　　（「連動」表示点灯）

⑳発報連動停止スイッチ
　押すたびに「発報連動」⇔「発報連動停止」と切り換わ

　ります。

　発報連動停止：自動火災感知器の動作時に発報放送

　　　　　　が放送されません。手動または自動

　　　　　　により火災放送に移行します。
　　　　　　（「発報連動停止」表示⑩点灯）

　発報連動：自動火災感知器の動作によって、発
　　　　　　報放送を行います。（「発報連動停止」

　　　　　　表示⑩消灯）

⑳マイク異常表示灯
　マイクロホンがはずれている場合などに点灯します。
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非常放送のしかた
●内部の設定は自動火災感知器と連動して自動的に非常放送されます。
●内部の設定により火災発生時の非常放送の手順が異なります。
事前に販売店（工事店）から起動方式を確認しておいてください。

［起動方式別参照ページー覧表1

起動方式（入力） 自動1手動

発報連動停止スイッチの設定 ※発報火災切換スイッチの設定

発報連動 発報連動停止 発報放送 火災放送

火災感知器（第一報） 自　動 10ページ参照 11ページ参照

発信機、非常電話 自　動 12ページ参照
「
1
3 ページ参照

非常起動スイッチを押す 手　動 14ページ参照 15ページ参照

※非常リモコンにはありません（非常操作ユニット側で設定）
●マイクドア内

：
＝

OI

o匡…雪

⊂）

0

　　　　　　　　o
　　　　　　　　監

⑧
⑧コ富7　智認珊
禦沼口鳳．、

　　　　　　　　0

◎
R．順鷹，，．，w，．蹴

一

発報連動停止スイッチ

●マイク放送について

　・マイク放送は、音声警報より優先して放送されます。状況を把握し、マイクで放送してください。

　・マイクで業務放送中に非常放送が入った場合は、マイクでの放送は遮断され非常放送が優先されます。

　・マイク放送後は、下記の状態になります。

　　「発報放送」中のマイク放送後　　：無音、第1タイマー継続（WL－705017550接続時は第1タイマー停止）

　　「非火災放送」中のマイク放送後：無音

　　「火災放送」中のマイク放送後　：シグナル音が鳴ります

●放送復旧スイッチを押した後の動作について

　　「発報放送」中の放送復旧後　　　：無選択、無音、第1タイマー継続（WL－705017550接続時は第1タイマー停止）

　　「非火災放送」中の放送復旧後　　：無選択、無音

　　「火災放送」中の放送復旧後　　　：無選択、無音（WL－7050，7550接続時はシグナル音鳴動）

注）第2タイマータイムアップによる「一斉火災放送」中は、放送復旧スイッチは無効となります。

●連動表示が点灯している場合

　自動火災感知器、発信機または非常電話からの起動による非常放送は、出火階と連動階に放送されます。

●連動一斉表示が点灯している場合

　自動火災感知器、発信機または非常電話からの起動による非常放送は、全館一斉に放送されます。

●アナウンスユニットを優先して放送する場合

アナウンスユニットを手動で起動させ、内蔵された音声警報メッセージよりアナウンスユニットを優先して放送

することができます。このようなシステムを組まれている場合は、非常放送のしかたについて販売店（工事店）よ

　り説明を受けてください。

9



非常放送のしかた

■火災感知器から起動する場合

非常起動スイッチ 火災灯点滅

火災感知器第一報作動
非常復旧スイッチ 圃点灯

（階別信号入力）

凹 パ 災 囲
発報連動停止消灯

マイクロホン 国 □雌藺 非火災放送スイッチ

㊦一…困
＿‘　隅謝，

璽團閣
ii 火災放送スイッチ

［音声警報1 ［液晶パネル表示1

発報放送 「ただいまO階の火災感知器が作

動しました。係員が確認しており

く非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

ますので、次の放送にご注意くだ 火災⇒火災放送スイッチ

さい。」（女声） 非火災⇒非火災放送スイッチ

「
i次のいずれかによ り、火災放送に移行する。i

1

i①非常起動スイッチを押す …
i

i②火災放送スイッチを押す
…

…
…

！ ③発信機起動（火災確認信号） i
…
…

④非常電話作動（火災確認信号） i
…

1⑤第二感知器作動（階別信号） …
ミ ※WL－705017550に接続した場合は、一斉火災放送には移行

i⑥同上（火災確認信号）
… E

i

しません。 ［二ニコ枠内

…
L

⑦第1タイマータイムアップ（2～5分） i
』

［音声警報1 ［液晶パネル表示1

火災放送 「火事です！火事です！O階で火災 〈非常放送中＞

が発生しました。 マイク放送⇒マイクスイッチ

「斎 落ちついて避難してください。」 非火災⇒非火災放送スイッチ

i※第2タイマータイムアップ
1
… 1

（男声）

i（・ゑ2～5蒐
」

最大1・分）i

　　　　　　■
・火災放送は出火階と連動階に、 一斉火災放送は全館に放送され

ます。

一斉火災放送
1 ・火災放送時、

・火災でないことが確認できた場合は、

マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

非火災放送スイッチを

押し、非火災放送をします。

マイク放送は音声警報よ り優先されます。 火災状況をマイク

で放送してください。

●発報連動停止スイッチの設定が「発報連動」の場合

　　　　　　　　　　　　　　　非常起動スイッチ

非常復旧スイッチ

火災灯点滅

圃点灯

マイクロホン

［音声警報1

隅謝，

画
『
圃
9

曲
雌
．
。
．
㎝
。
．
㎝
。
．

・
国
㊦
璽

発報連動停止消灯

［液晶パネル表示1

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ

［音声警報1

※WL－705017550に接続した場合は、一斉火災放送には移行
　しません。　［二ニニコ枠内

「火事です！火事です！O階で火災

が発生しました。

落ちついて避難してください。」

（男声）

［液晶パネル表示1

〈非常放送中＞

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

・火災放送は出火階と連動階に、一斉火災放送は全館に放送され

ます。

・火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります・

・火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッチを

押し、非火災放送をします。

・マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイク

で放送してください。
火災でないことを確認し、

非火災放送スイッチを押す。
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

1音声警報1　　　　　　　　　　　　【液晶パネル表示］

　　　　　非火災放送

「　　　　　　　　　　　　　　　　　1
i　非常復旧スイッチを押す。　i

「先ほどの火災感知器の作動は、

確認の結果、異常がありません

でした。ご安心ください。」

（女声）

〈非常放送中〉

火災感知器を停止させ、

非常復旧スイッチを押せ

マイク放送1ゆマイクスイッチ

・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります。

ただし、感知器が動作している問は非常放送は復旧しません。

・マイク放送は音声警報より優先されます。状況を放送したい

ときは、マイクで放送してください。
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●発報連動停止スイッチの設定が「発報連動停止」の場合

　　　　　　　　　　　　　　非常起動スイッチ
　火災感知器第一報作動　　　非常復旧スイッチ

　　　（階別信号入力）

マイクロホン

［音声指示】

　
⑳

国

火災灯点滅
ブザー音断続鴫動

國点灯
発報連動停止点灯

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ

火災音信号鳴動（ピーピー） 火災感知器が作動した。

火災のときは火災放送スイッチを

押せ。火災でないときは非火災放

送スイッチを押せ。（男声）

［液晶パネル表示1

〈感知器作動〉

マイク放送ゆマイクスイッチ

火災⇒火災放送スイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

i次のいずれかにより、火災放送に移行する。i

i①非常起動スイッチを押す　　　　　　i

i②火災放送スイッチを押す　　　　　　i
l③発信機起動（火災確認信号）　　　　　i

i④非常電話作動（火災確認信号）　　　　i

i⑤第二感知器作動（階別信号）　　　　　　i

i⑥同上（火災確認信号）　　　　　　　　　i

i⑦第1タイマータイムアップ（2～5分）　　i

※WL－7050／7550に接続した場合は、一斉火災放送には移行
　しません。　E：ニニコ枠内

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［音声警報］　　　　　　　　　　　　　［液晶パネル表示］

　　　　　火災放送　　　　　　　「火事ですノ火事ですノ○階で火災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が発生しました。

・
※
薪

＿タイムアップ耐欝灘は　矧

〈非常放送中＞

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

（0分、2～5分、最大10分）

ド

竺一斉火災放送

・火災放送は出火階と連動階に、一斉火災放送は全館に放送され

ます。

・火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

・火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッチを

押し、非火災放送をします。

・マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイク

で放送してください。
火災でないことを確認し、

非火災放送スイッチを押す。

［音声警報1 ［液晶パネル表示】

非火災放送 「先ほどの火災感知器の作動は、

確認の結果、異常がありません

〈非常放送中＞

火災感知器を停止させ、

でした。ご安心ください。」 非常復旧スイッチを押せ
「
i 非常復旧スイッチを押す。 1

i

（女声） マイク放送⇒マイクスイッチ非常復旧スイッチを押す。

［音声警報1 ［液晶パネル表示】

・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります。

ただし、感知器が動作している問は非常放送は復旧しません。

・マイク放送は音声警報より優先されます。状況を放送したい

ときは、マイクで放送してください。
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非常放送のしかた

■発信機および非常電話から起動する場合

（階別信号・

発信機起動および非常電話起動

　　　　　火災確認信号入力）

非常起動スイッチ

非常復旧スイッチ

マイクロホン
回
国

　　　　　　　　　一　巳

［音声警報1

　　㊦（∋

蕊國ll

発報放送 「ただいまO階の火災感知器が作

動しました。係員が確認しており

ますので、次の放送にご注意くだ

さい。」（女声）

「
i
次 のいずれかによ旨

1
に
移
行
す る。

i
i

①非常起動スイッチを押す
i②火災放送スイッチを押す

i③感知器作動（階別信号）

i
l

④発報放送終了後
L

　　　　　　1り、火災放送1
　　　　　　ヨ
　　　　　　…
　　　　　　…
　　　　　　i
　　　　　　i
　　　　　　ヨ
　　　　　　ヨ
　　　　　　ヨ
　　　　　　」

※WL－7050／7550に

　しません。 「ロー
」＿＿

［音声警報1

火災放送 「火事ですノ火事ですノO階で火災

が発生しました。
一

落ちついて避難してください。」

　　　　　　　　　　　　1第2タイマータイムアップ　　1

1

（男声）

1…
i
　
（ 0分、2～5分、
L

最大1・分）1

　　　　　　‘
・火災放送は出火階と連動階

ます。

一斉火災放送　∠」
・火災放送時、マイク放送し

・火災でないことが確認でき

押し、非火災放送をします

マイク放送は音声警報より

で放送してください。

●発報火災切換スイッチの設定が「発報放送」の場合
　設定は、非常操作ユニット側で行ないます。

　　　　　　　　　　　　　　非常起動ス
　　　　　　　　　　　　　　非常復旧ス

　　　　　　　　　　　　　　マイクロホン

［音声警報1

火災灯点灯

連動点灯

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ

「ただいまO階の火災感知器が作

動しました。係員が確認しており

ますので、次の放送にご注意くだ

さい。」（女声）

［液晶パネル表示1

〈非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

火災⇒火災放送スイッチ

非火災ゆ非火災放送スイッチ

※WL－7050／7550に接続した場合は、一斉火災放送には移行
　しません。　［：ニコ枠内

［液晶パネル表示1

〈非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

火災放送は出火階と連動階に、一斉火災放送は全館に放送され

火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッチを

押し、非火災放送をします。

・マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイク

で放送してください。

火災でないことを確認し、

非火災放送スイッチを押す。＝
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

［音声警報1　　　　　　　　　　　　　［液晶パネル表示1

　　　　　非火災放送

「　　　　　　　　　　　　　　　　　1
：　非常復旧スイッチを押す。　：

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

「先ほどの火災感知器の作動は、

確認の結果、異常がありません

でした。ご安心ください。」

（女声）

〈非常放送中〉

火災感知器を停止させ、

非常復旧スイッチを押せ

マイク放送⇒マイクスイッチ

・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります。

ただし、感知器が動作している問は非常放送は復旧しません。

・マイク放送は音声警報より優先されます。状況を放送しだい

ときは、マイクで放送してください。
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●発報火災切換スイッチの設定が「火災放送」の場合

　設定は、非常操作ユニット側で行ないます。

1

発信機起動および非常電話起動

（階別信号・火災確認信号入力）

非常起動スイッチ

非常復旧スイッチ 圃点灯
囮　　バマイクロホン

［音声警報1

…嘱一一回回

　　　　奨

国□碗
■コ■田

火災灯点灯

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ＿、』陶．

團1匡覇團閣

1液晶パネル表示1

火災放送
「火事ですノ火事ですノO階で火災

が発生しました。

落ちついて避難してください。」

（男声）

〈非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

1

』

「　　　　　　　　　　　　　　　　1
i※第2タイマータイムアップ　　i
i　（0分、2～5分、最大10分）　1

　　　　　　　　　　　　　　』

1　・火災放送は出火階と連動階に、一斉火災放送は全館に放送され
ます。

マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイク

で放送してください。

・火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

・火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッチを

押し　非火災放送をします
※　　一斉火災放送

・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります。

放送後は、非常復旧スイッチを押してください。

※WL－7050／7550に接続した場合は、一斉火災放送には移行
　しません。　［二ニコ枠内
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非常放送のしかた

■手動で起動する場合

●発報火災切換スイッチの設定が「発報放送」の場合
　設定は、非常操作ユニット側で行ないます。

　　　　　　　　　　　　　　非常起動ス
　　　　火災確認　　　　　　　非常復旧ス

マイクロホン

連動点灯

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ

放送階選択スイッチ

i出火階瓢論銅1．霧欝　　　　　斉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［液晶パネル表示1

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

［音声警報1

発報放送 「ただいま火災感知器が作動しま

した。係員が確認しておりますの

で、次の放送にご注意ください。」

（女声）

r ■

〈非常放送中＞

マイク放送ゆマイクスイッチ

火災⇒火災放送スイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

i次のいずれかにより、火災放送に移行する。i

i①非常起動スイッチを押す　　　　　　i

l②火災放送スイッチを押す　　　　　　l

i③発信機起動（火災確認信号）　　　　　i

l④非常電話作動（火災確認信号）　　　　i

i⑤感知器作動（階別信号）　　　　　　　i

i⑥第1タイマータイムアップ（2～5分）　　1

［音声警報1

火災放送 「火事ですノ火事ですノ火災が発生

しました。

落ちついて避難してください。」
「

1※第2タイマータイムアップ’ 1
E

（男声）

｝

i（・ゑ
』

2～5分、最大10分） …
…
』 ＊③～⑤で火災放送に移行した場∠

・火災放送は出火階と連動階に、一
※ 一斉火災放送

I
l
　

ます・

※WL－7050！7550に接続した場合は、一斉

火災放送には移行しません。

［二ニコ枠内

［液晶パネル表示1

〈非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災⇒非火災放送スイッチ

・マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイクで

放送してください。

・火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

・火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッテを押

し、非火災放送をします。

・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります。

放送後は、非常復旧スイッチを押してください。

14



●発報火災切換スイッチの設定が「火災放送」の場合
　設定は、非常操作ユニット側で行ないます。

火災確認
非常起動ス

非常復旧ス

マイクロホン

連動点灯

非火災放送スイッチ

火災放送スイッチ

放送階選択スイッチ

1

［音声警報］　　　　　　　　　　　　　［液晶パネル表示】

火災放送 「火事です’火事です∫火災が発生

しました。

落ちついて避難してください。」

（男声）

く非常放送中〉

マイク放送⇒マイクスイッチ

非火災→非火災放送スイッチ

1

「
i※第2タイマータイムアップ

」

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　…
i　（0分、2～5分、最大10分）　1

　　　　　　　　　　　　　　■

1　・火災放送は出火階と連動階に、一斉火災放送は全館に放送され

　　ます。

　　・マイク放送は音声警報より優先されます。火災状況をマイク

※　　一斉火災放送

で放送してください。

・火災放送時、マイク放送した後はシグナル音が鳴ります。

・火災でないことが確認できた場合は、非火災放送スイッチを

押し　非火災放送をします
二・非常復旧スイッチを押すと、非常状態から解除になります．

　　　　　放送後は、非常復旧スイッチを押してください。

※WL－705017550に接続した場合は、一斉
火災放送には移行しません。

［ニコ枠内
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業務放送のしかた

／
1
l
I
I
｝
き
1
l　　　　I
l　　　　　l

　1
国1

四1◎藍◎災

　　　i

匠互コ匝ヨ國

一■剛一

回國囮　倉◎
㊧…雌四圃塑

．．糊翻 OO
00
oo

ii

00
oo

液晶パネル

1放送階選択スイッチを押す。

　●全館一斉に放送するときは、一斉放

　　送スイッチを押します。

2マイクを外し、スイッチを押

　しながら放送してください。
　●放送の前後にコールサインスイッチ

　　を押してください。（コールサインが

　　鳴ります。）

スイッチを押す

　　　＼
　　　　　　パQ

　　　　跳蹴画國

1
《 業務放送中》
　　　　　非常RM1

3放送が終ったら、放送復旧ス

　イッチを押す。
　●個別に復旧するときは、それぞれの

　　放送階選択スイッチを押します。

液晶パネルの表示
●マイクで業務放送中に非常放送にな

った場合、マイクでの放送は遮断

され、非常放送が優先されます。

再度マイクで放送するときは、スイ

ッチを一度離してください。
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■相互通話（インターホン）機能

放送が行われていないときは、非常操作ユニットと非常リモコン、集中非常リモコン間で、マイクロホンを使っ

ての相互通話（インターホン）をすることができます。

　（非常時で放送階が選択されている場合は、マイクロホンの音声は放送されます。）

●相互通話のしかた

　　プ放送が行われてし、なし、ことを液晶ノマネルで確認する

　　　　　　　　　　　　　　［液晶パネル表示】

通常　時： （表示なし）

非常　時：

〈非常放送中〉

放送階選択スイッチを押せ

※放送階選択スイッチが押され、

　表示が左記以外になると、マイ

　ク音声は放送階へ放送されます。

2マイク。ホンを取り、マイクスイッチを押しながら話す

　　音声が出力されていることは、自身のモニタスピーカからの出力で確認できます。

・非常操作ユニットのマイクロホンからの音声は、つながっている全非常リモコンのモニタスピー

カから出力されます。

す

⇒
話

　四唖）一彌
　国□飛　辱・鯛　　臼田
．働　一

非常リモコン屡

話ら 図唖）一薗
国□囑　　冒・一一日ヨ

蘭繋。箋

非常操作ユニット

、一胴

四魎一一
国Eニコ嘱
　困

非常リモコン2

・非常リモコンのマイクロホンからの音声は、非常操作ユニットと他の非常リモコンのモニタスピ

ーカから出力されます。

胆魎一圏
国口吊・r響匠ヨ

非常リモコン1 非常操作ユニット

　國唖）一一
　回［二二1囑
　曾一　圃
ペロしロ

蔓

非常リモコン2

メモ

放送が行われていないときにマイクロホンのスイッチを押すと、電源が制御され

電力増幅ユニット等のAC100V機器の電源が入ります。
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日常点検

お願い

万一の際、的確に機器が動作するよう日常点検をおこなってください。

日常点検時に異常を発見したときは、ただちに販売店または、保守契約店にご連絡ください。

修理、復旧を実費でおこないます・くわしくは販売店にご相談ください。

■点検について
●本機には、セルフチェック機能があり、コンピュー

　タがリモコン回線、スピーカ回線を常時点検し、24

時間おきに蓄電池の点検を行います。（自動点検）

●コンピュータが異常を発見すると液晶パネルに異常

表示を行います。

●作動表示灯が点滅している箇所は、その回線のスピ

ーカ回線保護ヒューズが切れています。

●蓄電池に異常があると液晶パネルに「蓄電池異常」と

　表示され、ブザー音（ピー）が断続鳴動します。どれ

　かのスイッチを押すとブザー音は止ま『）ます。（「蓄

　電池異常」は出たままです。）

●ヒューズ切れや異常表示が発生したときは、販売店

　または保守契約店にご連絡ください。

液晶パネル

蓄電池異常　通信異常　回線短絡

異常表示

■蓄電池の点検
●手動点検

　手動で点検するときは、次の手順で行ってください。

1　マイクドアを開け、蓄電池点検スイッチを押して

　　ください。

2蓄電池に異常があると液晶パネルに「蓄電池異常」

　と表示され、ブザー音（ピー〉が断続鳴動します。

3どれかのスイッチを押し・ブザー音を止めて・販

　売店または、保守契約店にご連絡ください。

　●手動点検を行うと、それから24時間おきに自動

　　点検を行います。

保守契約のお願い

●消防法により定期点検、消防署への報告および

点検結果の維持台帳への記録が義務づけられて
います。

●建物の規模、用途によっては消防設備士または、

総務大臣が認めた有資格看が点検しなければな

　りません。

●非常用放送設備が常に正しく動作するために保

守契約のご締結をおすすめします。

保守契約の締結については、販売店、工事店ま

　たは販売会社にお問い合わせください。

●保守契約をしていただくことは、ご使用者にか
わって「消防設備士」・「消防設備点検資格者」が

定期点検をお引受けするわけですから保証期間

内であっても定期点検業務については有償とな
　ります。
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本機の工事は、必ず販売店に依頼してください。

取扱説明とあわせてお読みください。

設置上のお願い
●認定品ですから改造は絶対にしないでください。

●取り付け高さにご注意

　取り付け高さは法律上の規制があります。非常起動

　スイッチから操作スイッチ下部までが床面から0，8

　m～1．5mに収まるように設置してください。（壁掛に

　する場合）（収まらないときは、横に並べてください。）

●ラック形の場合

　ラック形（WR－851，WK－810，WK－820，WK．810A，WK－820A）

　の場合は本体収納と同じです。

●卓上型の場合

㎞
下

L
以

m 0・8m　　o．73m
以上（注1）　l

　　　　I．4m
　　　　　↓

●壁掛形の場合

■一　　　　　　　　ロー

画
国

［二ニコ　　　　　　　　1　　　　　　　r一帽一　　　　　　回匡薗回　　　　　　　◎◎　　　　　　　閥　，　　　　■」■
…⑭⑭回回

遡團擁i塵睡

駈
1

1．5m以下

一　　　・dロr・・ロ ・・口　・・ロ

尊 器日i　l呂3iヨi侶3呂　器目

口　　自呂呂　昭’3唱　＝昭
、　圃

㎞
上
壷

じ
以

床面

％
…　
…

　
　
日

（注1）椅子に座って操作するものは0．6m以上。

●設置場所について

非常用放送設備の設置場所は、消防法上の基準を満

足するものでなければなりませんが、法令では具体的

に表示されておりませんので非常用放送設備委員会で

は次のように指導しています。

●避難階、その連動階及び連動階の避難上有効な出入

　口付近の場所で安全に避難でき、壁、床及び天井が

　不燃材料で造られ、開口部に甲種防火戸又は乙種防

　火戸を設けた場所。

　ラック形の場合　　　　　　壁掛形の場合

勿　　　　　　z　　　！

●温度又は湿度が適切で、衝撃、振動などの影響を受

けるおそれのない場所。

●守衛室など常時人のいる場所であること。

　ただし、防災センター又は中央監視室が設けられて

　いる場合は、これらの場所に設置すること。

●点検及び操作に有効な保有空間を下図のように有し

かつ、防火上有効な措置を講じた位置に設けること。

卓上形の場合

8
量l

lo3m以上03m以上謄
置　　　lm以上
ロ

と　　⊥＿＿」

一

　　　　　　　8p・5m以上　　0・5m以上1

　　　　　　　震
　　2ヱ上i

　1
　瞑0．3rn以上　　0．3m以上巴
『　　璽

　l　I　　　　lm以上
L　上．一一一岬零」

（注）点線内は必要な空間

●周囲には障害物を置かないでください。

●アースを必ずとってください。

●操作説明書は非常時に確実に操作できるように、本機の近くに置いてください。

　収納ケース内の操作説明書をとり出し、設定した起動方式の操作説明書を切り離して、収納ケースに入れてくだ

　さい。
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接続のしかた

■集中非常リモコンとの接続
本機（WR－850／851〉と非常用放送設備（WL－7050／7550）の非常操作ユニット（WK－850）のソフトウェアを製

造番号690001（1996年9月生産）以降から機能向上［集中非常リモコンシステム対応］しています・これ以前

の生産品に集中非常リモコン（WR－855）を接続する場合は、ソフトウェアバージョンアップ品のROMと、入出力

制御ユニット（WU－R55）の交換が必要ですので、別途、事業部営業までお問い合わせください。

詳細は、非常用放送設備（WL－7050／7550）の工事説明書設置工事編、集中非常リモコン（WR－855）の取扱説

明書をご参照ください。
※WL－7050A／7550Aは集中非常リモコンシステムに対応されています。

●ソフトウェアバージョンアップ品であることの確認方法

確認方法 バージョンアツプソフト搭載品

製造番号
　　　　690001

（1996年9月生産分以降〉

非常リモコン

のROM品番※
R850RAIC以降

※ROM品番の言周べかた

縮賜

懸

移

影

》

紡

気ミ博

121

　IC129

前面パネル

、

㍉

σ

Q

隔

ぐ彦躍　　　　　　　、

0

WR－850 WR－851

■接続台数について
●非常リモコンは最大7台まで接続できます。

本　体

非常リモコン　1

非常リモコン　2

非常リモコン　3

～

非常リモコン　7

●接続する台数により電源制御ユニット、非常電源ユニットの増設が必要になります。

●電源線は一組の接続端子から4台までです。
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■データ線（LA±、LB±）の距離について
●データ線の総延長距離は1，000mまでです。

●電源線については21ぺ一ジを参照してペア数を決定してください。以下では1ペア（1P）として考えています。

●複数の非常リモコンの接続の総延長距離が1，000m以下の場合は、データ線は並列に接続することができます

　1耐熱5対ケーブルで可能（以下5P方式）

●総延長距離が1，00Qmを超える場合はデータ線を図のように中継することによって延長可能とな1）ます。（この場合

　でもそれぞれのデータ線の距離は1，000mまでです。）：耐熱6対ケーブル必要（以下6P方式）

5P方式 6P方式

データ線総延長距離 1000m以下 1000m以上

配線形式 並列 中継

必要なデータ線数 耐熱5対ケーブル 耐熱6対ケーブル

配線のしかた LB±1ゆLB±
LB±1ゆLA±

RSB／G⇒RSA／G

●総延長距離1，000m以下の場合

●データ線は並列接続が可能です。

●ケーブルは耐熱5対（5ペア）ケーブルが使用可能で

　す。（以下5P方式という）

本体部

LB士

　　a　　　非常リモコン1
k卜一一一一一咽

～
、

、
、b

＼

　、

　＼
　N
　　￥

LB±

a＋b＋cの総延長が
1，000m以下

、非常リモコン2
＼

lc

　l

　I非常リモコン3

●総延長距離1，000m以上の場合

●データ線の接続は中継接続にします。（中継接続とは

　リモコンのブースタ機能を活用してデータの整形を

　行うことです）

●この場合でも、それぞれのデータ線の距離は1，000m

　までです。

●ケーブルは耐熱6対（6ペア）ケーブルが必要です。

　（以下6P方式という）

　　本体部　　a1・000m以下非常リモコン1

　　　　　　極一一一一一一一ウ1

LB士
RSBIG

皇 LB±

a＋b＋cの総延長3，000m以下

LA±
RSAIG
LB±
RSBIG

「一『倒

l　b

I1、000m以下

l
l　非常リモコン2
L一一倒

a，b，cそれぞれは1，000m以下

中継接続

LA±
RSAIG

LB±
RSBIG

r一到
I　C

I1、000m以下

1　非常リモコン3
L一一レ1

中継接続

　
G／

±
A

A
”
SL
R

中継接続

データ線総延長1，000m以下

　　　〔5P方式〕

データ線総延長1，000m以上

　　　　〔6P方式）
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接続のしかた
●6P方式で接続するときの注意

6P方式の場合、配線上で以下のような注意が必要です。（中継接続の非常リモコンを⑪で表示しています。）

0可能な接続例

非常用放送設備

○
LB

WR－850 WR－850
LA

1，000m以下

〔6P方式〕

⑪

WR－850

LB　　　LA

WR－850

1，000m以下

〔6P方式〕

⑤

②不可能な接続例LB
　　　　　　　〔5P方式〕

　非常用放送設備　　a

×

L臨i…無

LB LA

WR－850

⑪

1、000m以下

〔6P方式〕

⑪

LB
WR－850

LA

1，000m以下

〔6P方式〕

⑧

　　C
〔5P方式〕

LB

WR－850

●中継機能つきのWR－850がある場合は～

　本体から分岐できません。

　　　　　　　　　a十b十cが1，000m以下・
非常用放送設備

×

堺㌔
〔6P方式〕

WR－850

⑤

WR－850

LB　　　LA

1，000m以下

〔6P方式〕

⑤

WR－850

LB
WR－850

LA

1、000m以下

〔6P方式〕

⑤

⑤

a十bが1，000m以下

非常用放送設備

×
LB

WR－850

LA
〔6P方式〕

⑪

WR－850

●中継機能つきのWR－850の次は中継機能

　つきのWR 850のみ。

WR－850

非常用放送設備

×

WR－850

LA

LB　　　LA

〔6P方式〕
⑤

⑪

〔6P方式〕
　　　　　LA

WR－850

⑪ ●中継機能つきのWR－850から分岐しては

　いけない。

WR－850

非常用放送設備

×

WR－850

LB

LB LA

〔6P方式〕
⑤

WR－850

〔5P方式〕

　　　　LB
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■接続例
①本体と非常リモコン間の総延長距離1，000m以下のとき〔5P方式〕
　（a＋b＋c…　一＋nの総合計が1，000m以下）

　電源線は線径と局数で延長距離の制約があります。（21ぺ一ジ参照）

本体（入出力制御）
a

＼

＼

　＼ ＼
＼
＼
＼
＼

非常リモコン

非常リモコン

非常リモコン

＼

　

n＼　　非常リモコン

本体内入出力制御ユニットWU－R55前面端子盤

⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭∈

⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭

肖醐職醐騨離

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

EMG

L＝只只　只只　只一墾
1鱗簿麟

CPUOFF
鎌、藻礒

講鞍蹴瓢
”糠 難、甲甲研、静賄蛋

ライン出力C
に　贈吊冒嘱出　篇冗

ライン出力H

譲尉　脚肖
モニタC

モニタH
9　　　一

OV

2台目
一一端子盤／一

　　　　　＊5台目

音声線
●ショートバーを

はずして接続

　してくださいQ

耐熱対形ケーブル
（消防用認定品）

並列接続

　　●上記並列接続のほかに次ぺ一ジの中継接続（6P方式）も可能です。　　　　＊6台目

＊5台目から入出力制御ユニットのライン入力端子1より並列接続します。

注意1．非常リモコン3台以上は並列接続しないでください。

　2．非常リモコンを5台以上接続する場合は入出力制御ユニットの非常リモコンヒューズの交換が必要です。

　　詳細はラック形非常放送設備WL－7050／7550，WL－7050A／7550Aの工事説明書を参照してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　25



接続のしかた
②総延長1，000m以上、かっ本体一非常リモコン間、非常リモコンどうしの距離が1，000m以下のとき〔6P方式〕

　（a，b，c，一…　nの各問が1，000m以下）

　電源線は線径と局数で延長距離の制約があります。（21ぺ一ジ参照）

本体（入出力制御）
a

b

非常リモコン⑤

C

k 非常リモコン＠

！
！
「

輩常リモコン＠

注意1．入出力制御ユニットのライン入力端子には非常リ　　　n　I　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ　　　　　　　　　ラ　　モコンを3台以上並列接続しないでください。　　　　　L－　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　非常リモコン⑨注意2，非常リモコンを5台以上接続する場合は入出力制

　　御ユニットの非常リモコン用ヒューズの交換が必

　　要です。

　　詳細はラック形非常用放送設備　　　　　本体内入出力制御ユニットWU－R55前面端子盤

　　WL－7050／7550，WL－7050A／　　　　　，・　　　　　　　搬リモコン
　　7550Aの工事説明書を参照して　　・　ov　l●’一斉嘗瑠繍coM12345　678

ください。
⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭∈

⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭⑭

l　　l

l　　I

I　　』一一

一　　　　■

　WR－850／851端子盤
1一『一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『一一一一一
』　　　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

一
一

　I　　　　　　　l
　I　　　　　　　I
一　　　　　一　　　　『　　　　　一　　　　　一

　　　1＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　諭

ハ 首 ハ

惣幾簿 EMG
愚礁ξ畿，

CPUOFF

一　一　一　『　一　一　一　一　一　■

　　　6　　　『　　　1一一一一『　　　　　　　　I

　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I

趣瞬欝 幽護濠1
鵬醸難

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

趣藩寮1
ライン出力C

鱒雌濠
ライン出力H

i、鹸擦護
モニタC

モニタH
D　　”

OV

【
1
・
1
甲
　
　
　

一
一
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　 一

一　　　r　　　“　　　『　　　一　　　『　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一　　　一　　　『　　　『　　　一　　　『　　　一　　　一　　　『　　　一　　　｝　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　ロ　　　ー　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

一
一

　1　　　　　　　『
一　　　　一　　　　　『　　　　　一　　　　　一

　　　1一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿

幽犠軽，鮮

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

EMG
覇蕪膏墨

CPUOFF

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　　　1　　　1　　　1　　　1『一一一■　　　　　　　l

　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　l
　I　　　　　　　l
　I　　　　　　　I
　I　　　　　　　I

鎚磯難 短賠、羅
爲A灘騒

蕪糠磐，
ライン出力G 膳　P　膳フ

．瞭漢1灘
ライン出力H

溺麟i掛・
モニタC

モニタH
D　　2

OV

一一一一一の部分の配線が

前ページと異なります。

ウ　》

3台目　WR－850／851端子盤

＊5台目
占
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●耐熱対形

ペアー
ケーブル

（消防用

認定品）

全部で6対

＊5台目から入出力

制御ユニットのラ

イン入力端子1よ

り並列接続します。

　
　
　
目

⊥
▼
台

　
　
　
7

　
　
　
＊

　
目

▼
台

　
6

1
　
＊



イ一
ア ップスイッチの設定

　　　　　　　SW4
　　　　て　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　

暫通皿皿
　　　　一　　L」
　　　　固定　　固定

　　SW5
12345678

※

マイクと業務入力のミキシング切換

圖ミキシングなし

ロミキシングあり

口四口国悶口

］
醜

　　SW6
12345678

圖ハードチエックプ・

圖翻（通常固定）

※本体マイクの放送を優先させて、業務入力の放送
　を止める（ミキシングなし）設定ができます。

本機能は、製造番号AKOOO1（2001年11月生産）
以降の製品から対応しています。

田麺田劃騒響の
一
固
定

増設ユニットの
　接続台数

非常リモコン自身の
番号（アドレス）

台数 設　定
6　　　　7　　　8

アドレス
　言斐　定
5　　　6　　　7　　　8

備　考

虻送

董）

なし 国ロロ 1 国口国口 1台目

1台 固口週 2 圖固国圖 2台目

2 口日国 3 口国日口 3台目

3 口日日 4 田国圖圖 4台目

4 日国口 5 口，国口固 5台目

5 圖国圖 6 固圖国回 6台目

6 回日国 7 国国回国 7台目

7 圖圖圖 （鷲欝のない）（鷲欝のない）

増設のしかた
●使用しない50ピンコネクタにはキャップを

　してください。

　（キャップは、非常リモコンに付いていたも

　のをご利用ください。）

●増設は10／20局単位で最大7ユニットまで増

　設できます。

WR－850

回　回國　　冒 瞭．
固
凹

葭の増設．づβ幕．

●増設ユニットの組み合わせ

非常リモコン 10局増設ユニット 20局増設ユニット

WR－850
WR－810

WR－810A

WR－820

WR－820A

WR－851
WK－810

WK－810A

WK－820

WK－820A

WR－851

　　　回　　　　　　　　　　回　・

卍の増設用夢ド常操作＿へ
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WR－850の壁掛けのしかた

■取り付け穴寸法図・

注意●壁面の強度に十分ご注意ください。必要に応じ補強を行なってください。

　　●壁面取付ねじは現地で調達願います。

断
450

　　　一　 一一一P1
196　　　　　　　　127

嶋
の
尉喋・ Ii 100 225

r亭

需ウ

44
6

　　4mmねじ用穴
　　（2・R2，5）

非常起動スイッチ
一〇①一

』
㊦
N
w

ゆ
o
り
o
一

嶋
o
鴫
個
苺
卜

い14mmねじ用穴
　　／（φ5．5）
　　一　一　　　　　　一　一　　　』　　　　　　　　　　一　　『　　　　　

436

丁⇒

ゆ
個
の
畦

　“
守K

o4mmねじ用穴
（2一φ5） 内

o
守

0

5

5

o

5

o

3

0

450．5

　
さ篇噸

丁

急禰
丁

床面から
　ロ　　のもさ

丁

1

＼

の底面のゴム足4個を取り外します。

殿
0

ねじ2本をゆるめ壁面固定アングルを

矢印の方向にずらし、もう一度ねじ

を締め固定します。

ねじ4本をはずす

2
曾 曾　曾

　パネル
ー！、■、一一

一r！　　　　1！一一一

　　　◎＿
　　歪

㊦一　　鞠

側板

ノ
　　　　　　ねじ4本をはずし、側板をシャーシと平行にして

．》　　　　　　ねじを締め固定します

ンヤーン

　　　　28
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定格・付属晶．

■定格〈　〉内WR－851
電　　　　　源：DC24V500mA（本体より供給〉
自火報連動モード：連動（出火階、連動階）、

　　　　　　　連動一斉（一斉制御）

発報連動モード：発報連動、発報連動停止

非常放送制御：操作　非常起動SW

　　　　　　　　　　非常復旧SW

　　　　　　　　　　火災放送SW

　　　　　　　　　　非火災放送SW

表示　主電源

　　連動一斉

　　連動
　　発報連動停止

　　発報放送
　　火災放送

　　非火災放送

　　火災
　　出カレベル
　　　（LEDバーグラフ）

（緑）

（赤〉

（赤）

（赤）

（オレンジ）

（赤）

（緑）

（赤）

　　　　　　　　　　警報音及び操作音ブザー

選局制御：操作放送階選択SW
　　　　　　　　　　緊急一斉SW

　　　　　　　　　　一斉放送SW

　　　　　　　　　　放送復旧SW
　　　　　　　　　　コールサインSW（上り、下り）

　　　　　　　　　　モニタ音量SW
　　　　　　　表示　作動／短絡　　　　　（緑）

　　　　　　　　　　出火階　　　　　　（赤）

液　晶　表　示：放送手順、放送状態、異常表示（通

　　　　　　　信異常、回線短絡、蓄電池異常）

マイクドア部：発報連動停止SW

　　　　　　　連動切換SW

　　　　　　　蓄電池点検SW

　　　　　　　コンピュータ制御入一切SW

　　　　　　　コンピュータ異常表示

　　　　　　　マイク異常表示

音　　声　　部

非常用マイク入力：一55dB　lOkΩAGC付き

　（業務兼用）　　（マイクSW付き〉×1

業務入力二〇dB20kΩ平衡×1
ライン出力：O　dB600Ω平衡×1
モニタスヒ。一力：300mW

接　　続　　部

電　源　入　力

制

通

本体との接続：

寸

質

仕　　上

　＝DC24V　2A
　　（増設部含まず）’

御：EMG、コンピュータOFF、

　　モニタ入力×1、ライン出力×l

f言：LB十、LB一、LA十、LA一一、

　　RSA、　RSB、　RSG

　　5対（10本〉ペアケーブル

　　または、

　　6対（12本）ペアケーブル

法：450（幅）×116．5（高さ）×224（奥行き）mm

　　〈480（幅）×221（高さ）×175（奥行き）mm〉

量：約4・9kg〈約5．6kg〉

げ：AVアイボリー塗装鋼板

　　マンセル7．9Y6，8／0．8近似色

■付属品〈　〉内はWR－851
型紙〈WR－851は無し〉・　　　　　　・1

マイクロホン・　　　　　　　　∴………一1
記名シート（業務用）　　　　　　　　　　　　・3

操作説明書・・…

〈ラック用リブ付取付ねじ（M5×12）＞

ヒューズ（160mA）…・

取扱説明書（本書）

保証書一……

・1

・4

・6

・1

・1
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保証とアフターサービス（よくお読みくださ、、）

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書（別添付）

　お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。

　よくお読みのあと保存してください・

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

■補修用性能部品の保有期間

　当社は、この非常リモコンの補修用性能部品を、製造打ち切り後7年保有しています。
　注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

■修理を依頼されるとき

　まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡ください。

　●保証期間中は

　保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。

●保証期間を過ぎているときは

　修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理させていただきます。

●修理料金の仕組み

　修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

　麹］は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。

　圃は、修理に使用した部品および補助材料代です。

　匿囑］は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

便利メモ お買い上げ日 年 月 日
ロ
ロ
ロ 番 WR－850，851

おぼえのため

記入されると
便利です

販売店名

盈（ ） 一

松下電器産業株式会社F

ブロードメディア本部
〒223－8639横浜市港北区綱島東四丁目3番1号 電話　フリーダイヤル　0120－878－410

◎2003Matsushita　Electric　lndustrial　Co．，Ltd．A旺Rights　Reserved．
A8QA3274KN
NO494－9013




